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Ⅰ
　
「
三
界
は
火
宅
な
り
」

法
華
経
譬
喩
品
に
、
こ
の
現
象
世
界
の
様
相
を
「
火
宅
」
と

表
現
し
、
そ
の
よ
う
な
世
界
に
仏
が
出
現
す
る
と
説
か
れ
て
い

る
。「

大
慈
大
悲
に
し
て
、
常
に
懈け

●げ
ん

無
く
、
恒
に
善
事
を
求
め

て
、
一
切
を
利
益
す
。
而
も
三
界
の
朽
ち
故ふ

り
た
る
火
宅

に
生
ず
る
こ
と
、
衆
生
の
生
老
病
死
、
憂
悲
苦
悩
、愚
癡
暗

蔽
、三
毒
の
火
を
度
し
、教
化
し
て
阿あ

耨の
く

多
羅
た

ら

三
藐

さ
ん
み
ゃ
く

三さ
ん

菩
提
ぼ
だ
い

を
得
し
め
ん
が
為
め
な
り
」

（
１
）

こ
こ
に
三
界
（
欲
界
、
色
界
、
無
色
界
）
と
は
、
我
々
の
住
む

現
象
世
界
を
さ
し
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
生
老
病
死
に
代
表
さ

れ
る
四
苦
等
の
苦
悩
が
充
満
し
、
三
毒
（
貪
欲
、
瞋
恚
、
愚
痴
）

の
火
が
も
え
さ
か
っ
て
い
る
と
い
う
。
仏
は
、「
三
界
の
火
宅
」

に
出
現
し
て
、
大
慈
悲
で
も
っ
て
、
三
毒
の
火
を
消
し
、
衆
生

の
苦
悩
を
救
済
す
る
の
が
使
命
で
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
人
類
は
、
二
十
一
世
紀
に
入
っ
て
も
、「
憎
悪
と
暴
力
」

の
連
鎖
を
く
り
返
し
、
憎
し
み
、
貪
欲
と
エ
ゴ
イ
ズ
ム
の
三
毒

の
火
が
も
え
さ
か
る
「
火
宅
」
の
様
相
を
ま
ぬ
が
れ
て
は
い
な
い
。
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そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
二
十
一
世
紀
初
頭
、
二
〇
〇
一
年
九
・
一

一
の
「
同
時
多
発
テ
ロ
」
は
、
ま
さ
し
く
「
●こ

つ

然ね
ん

に
火
は
起
こ

っ
て
、
舎
宅
を
焚
焼

ぼ
ん
し
ょ
う

す
」

　
（
２
）（
譬
喩
品
）
る
「
歴
史
的
事
件
」
で

あ
っ
た
。
そ
の
「
テ
ロ
」
は
、「
反
テ
ロ
」
と
し
て
の
戦
争
、
紛

争
を
引
き
起
こ
し
、
今
日
で
は
三
毒
の
火
は
、
全
世
界
を
覆
い

尽
く
そ
う
と
し
て
い
る
。

池
田
Ｓ
Ｇ
Ｉ
会
長
は
、「
同
時
多
発
テ
ロ
」
の
直
後
か
ら
、
二

十
一
世
紀
の
人
類
が
直
面
し
て
い
る
「
三
界
の
火
宅
」
の
本
質

を
洞
察
し
、
そ
こ
に
、
仏
教
の
智
慧
を
さ
し
こ
も
う
と
し
て
い

る
。池

田
会
長
は
、
多
く
の
良
識
的
知
識
人
と
と
も
に
「
九
・
一

一
テ
ロ
」
を
「
文
明
の
衝
突
」
と
は
見
て
い
な
い
。
ま
ず
、
テ

ロ
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
見
解
を
発
表
し
て
い
る
。

「
テ
ロ
は
、『
平
和
に
生
き
る
人
間
の
権
利
』
の
破
壊
で
す
。

い
か
な
る
大
義
や
主
張
を
掲
げ
よ
う
と
も
、
断
じ
て
許
さ

れ
る
も
の
で
は
な
い
。
生
命
尊
厳
の
仏
法
の
立
場
か
ら
い

っ
て
も
�
絶
対
悪
�
で
す
。
た
だ
、
今
回
の
事
件
を
、
宗

教
や
文
明
の
対
立
と
い
っ
た
形
で
単
純
化
し
て
捉
え
る
こ

と
は
正
し
く
な
い
し
、
弊
害
が
大
き
い
で
し
ょ
う
」

（
３
）

「
九
・
一
一
」
テ
ロ
の
背
景
に
は
、
政
治
的
、
軍
事
的
、
経

済
的
な
格
差
・
抑
圧
構
造
が
広
が
っ
て
い
る
。
戦
争
、
紛
争
、

テ
ロ
の
勃
発
は
、
ヨ
ハ
ン
・
ガ
ル
ト
ゥ
ン
グ
の
分
類
す
る
「
直

接
的
暴
力
」
に
あ
た
る
の
に
対
し
て
、
そ
の
基
盤
に
広
が
る
、

各
種
の
格
差
・
抑
圧
構
造
や
貧
困
、
飢
餓
、
環
境
破
壊
、
人
権

無
視
は
、「
構
造
的
暴
力
」
に
相
当
す
る
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、

各
宗
教
の
過
激
派
が
つ
く
り
出
す
ス
テ
レ
オ
・
タ
イ
プ
の
他
宗

教
の
イ
メ
ー
ジ
は
、「
文
化
的
暴
力
」
を
引
き
起
こ
し
て
い
く
の

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
「
構
造
的
暴
力
」「
文
化
的
暴
力
」
ま
で
を

包
括
し
た
「
暴
力
」
に
立
ち
向
か
う
対
策
、
取
り
組
み
が
総
合

的
に
行
わ
れ
な
け
れ
ば
、「
テ
ロ
」「
紛
争
」
の
連
鎖
を
断
ち
切

る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

法
華
経
譬
喩
品
の
文
で
の
、
生
老
病
死
等
の
苦
は
、
現
今
で

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
の
「
暴
力
」
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ

る
苦
悩
を
意
味
す
る
で
あ
ろ
う
。
仏
教
は
、
そ
れ
ら
の
苦
悩
の

底
に
、
人
間
生
命
か
ら
発
現
す
る
「
三
毒
の
火
」
を
見
出
し
て

い
る
。

こ
の
よ
う
な
仏
教
的
視
点
に
立
っ
て
、
池
田
会
長
は
、

「『
九
・
一
一
』
以
後
の
文
明
社
会
を
覆
っ
て
い
る
闇
に
目
を
こ
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ら
す
時
、
そ
こ
に
ほ
の
見
え
て
く
る
の
は
、『
自
己
』
も
『
他
者
』

も
輪
郭
の
定
か
で
な
い
『
人
間
不
在
』
と
い
う
現
代
の
悪
霊
」
（
４
）

で
あ
る
と
い
う
。
そ
し
て
「
真
に
脅
威
な
の
は
、
戦
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
相
手
」
は
、「
貧
困
、
底
知
れ
ぬ
憎
し
み
、
そ
し
て

最
強
の
敵
、『
人
間
不
在
』
と
い
う
現
代
の
悪
霊
で
あ
り
」「
精

神
病
理
そ
の
も
の
」
（
５
）
で
あ
る
と
結
論
す
る
。

こ
こ
に
い
う
、「
貧
困
」
と
は
、「
貪
欲
」
と
い
う
他
者
を
傷

つ
け
、
破
壊
し
て
で
も
自
ら
の
欲
求
を
か
な
え
よ
う
と
す
る
無

制
限
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
不
能

の
欲
求
拡
大
が
、
貧
困
の
基
盤
に
あ
る
。「
底
知
れ
ぬ
憎
し
み
」

と
は
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
不
能
の
瞋
恚
の
噴
出
で
あ
る
。
仏
教
で

は
、
瞋
恚
は
、
生
命
の
内
面
で
、
忿
、
恨
、
悩
、
嫉
と
な
っ
て

う
ず
ま
き
、
つ
い
に
害
（
暴
力
性
）
と
な
っ
て
噴
き
出
す
と
い
う
。

「
貪
欲
」
と
「
瞋
恚
」
が
、「
構
造
的
暴
力
」
を
形
成
し
て
い
く

悪
の
根
源
で
あ
る
。
し
か
し
、
池
田
Ｓ
Ｇ
Ｉ
会
長
は
、
こ
れ
ら

の
悪
性
の
本
源
に
「
人
間
不
在
」
の
病
理
を
摘
出
し
て
く
る
の

で
あ
る
。
こ
の
「
人
間
不
在
」
こ
そ
、
仏
教
で
「
無
明
」（
愚
痴
）

と
し
て
記
述
さ
れ
る
究
極
の
エ
ゴ
イ
ズ
ム
で
あ
る
。

「
無
明
」
は
、
「
他
者
不
在
」
の
エ
ゴ
イ
ズ
ム
に
よ
っ
て
、

「
他
者
」
と
い
う
人
間
そ
の
も
の
を
否
定
し
、「
モ
ノ
」
と
し
て

の
「
敵
」
に
変
え
て
し
ま
う
。
そ
の
結
果
、「
モ
ノ
」
と
化
し
た

「
敵
」
に
対
峙
す
る
自
己
自
身
も
「
モ
ノ
」
と
化
し
、
自
己
内
在

の
善
性
を
抑
圧
、
消
失
さ
せ
、
三
毒
を
噴
出
さ
せ
て
い
く
の
で

あ
る
。

「
モ
ノ
」
と
し
て
「
実
体
」
化
し
た
「
自
」
と
「
他
」
は
、

相
互
の
依
存
性
を
説
く
「
縁
起
の
法
」
に
無
癡
（
無
明
）
と
な
り
、

「
自
」「
他
」
の
「
人
間
的
き
ず
な
」
を
こ
と
ご
と
く
三
毒
に
よ

っ
て
切
断
し
、
分
裂
さ
せ
て
い
く
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、
仏
教
の
知
見
は
、
暴
力
性
や
貪
欲
性
と
な
っ
て

噴
出
す
る
現
代
社
会
の
病
理
の
根
に
「
無
明
」
即
ち
「
人
間
不

在
」
を
摘
出
し
て
く
る
の
で
あ
る
。

池
田
Ｓ
Ｇ
Ｉ
会
長
は
、「
九
・
一
一
テ
ロ
」
の
直
後
に
、
キ
リ

ス
ト
教
、
イ
ス
ラ
ー
ム
、
ユ
ダ
ヤ
教
、
ヒ
ン
ズ
ー
教
、
仏
教
の

各
宗
教
を
代
表
す
る
精
神
的
指
導
者
と
と
も
に
、
ア
メ
リ
カ
で

出
版
さ
れ
た
書
『
灰
の
中
か
ら

―
米
国
へ
の
テ
ロ
攻
撃
に
応

え
る
心
の
声
』
に
「
我
々
が
打
ち
勝
た
ね
ば
な
ら
な
い
悪
」
と

題
す
る
寄
稿
文
を
寄
せ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
会
長
は
、「『
テ

ロ
根
絶
』
と
い
う
挑
戦
は
、
一
時
的
な
国
際
協
力
の
体
制
づ
く



り
に
と
ど
ま
ら
ず
、
文
明
史
的
な
課
題
と
し
て
捉
え
る
べ
き
も

の
」
（
６
）

と
述
べ
、「
善
性
」
の
開
発
を
主
張
し
て
い
る
。

「『
憎
悪
』
や
『
破
壊
』
は
人
々
の
社
会
を
分
断
す
る
悪
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
だ
が
、
そ
れ
と
は
正
反
対
の
『
慈
悲
』
や

『
創
造
』
の
生
命
も
、
こ
れ
ら
と
同
じ
く
、
ど
の
人
間
の
生

命
に
も
内
在
し
て
い
る
。
そ
の
こ
と
を
互
い
に
自
覚
し
、

目
に
見
え
ぬ
�
生
命
の
絆
�
に
結
ば
れ
た
人
類
と
し
て
、

分
断
か
ら
結
合
へ
、
破
壊
か
ら
創
造
へ
と
時
代
の
ベ
ク
ト

ル
を
大
き
く
変
え
る
時
が
来
て
い
る
。
軍
事
力
な
ど
の
ハ

ー
ド
・
パ
ワ
ー
に
よ
る
解
決
は
、
そ
の
本
質
的
な
問
題
解

決
に
は
つ
な
が
ら
な
い
で
あ
ろ
う
」

（
７
）

そ
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
レ
ベ
ル
で
の
「
文
明
間
対
話
」
に
よ
る

「
善
性
」
の
開
発
を
呼
び
か
け
て
い
る
。
時
代
の
ベ
ク
ト
ル
ま
で

変
革
す
る
潮
流
を
起
こ
し
て
い
く
た
め
に
は
、
軍
事
力
な
ど
の

ハ
ー
ド
パ
ワ
ー
に
よ
っ
て
解
決
を
図
っ
た
と
し
て
も
、
流
血
の

惨
事
を
引
き
起
こ
し
、
さ
ら
な
る
憎
悪
を
刻
み
こ
ん
で
し
ま
う

こ
と
が
少
な
く
な
い
。
も
っ
と
統
合
的
、
重
層
的
な
対
策
が
あ

ら
ゆ
る
レ
ベ
ル
で
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
、
あ
げ
ら
れ
る
の
は
、
テ
ロ
や
紛
争
の
拡
大
を
防
ぐ

国
際
的
な
法
制
度
の
整
備
で
あ
る
。
国
際
刑
事
裁
判
所
な
ど
の

「
法
に
よ
る
解
決
」
の
方
向
で
あ
る
。

し
か
し
、
直
接
的
暴
力
の
底
に
広
が
る
「
構
造
的
暴
力
」
に

ま
で
踏
み
込
む
時
に
は
、
国
連
を
中
心
と
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
形

の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
協
力
に
よ
る
、「
人
間
の
安
全
保
障
」
へ
の
対
策
が

不
可
欠
で
あ
る
。「
人
間
の
安
全
保
障
」
は
、
第
三
章
（
III
）
で

取
り
上
げ
る
よ
う
に
、
今
日
で
は
、「
基
本
的
ニ
ー
ズ
」
を
か
な

え
る
た
め
の
保
護
と
と
も
に
、
主
体
者
で
あ
る
民
衆
の
「
能
力

強
化
」
が
要
請
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。

こ
こ
に
、「
人
間
の
安
全
保
障
」
と
相
補
的
関
係
に
あ
る
「
人

間
開
発
」
が
進
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
が
あ
り
、
そ

の
た
め
の
哲
学
的
、
宗
教
的
基
盤
こ
そ
が
、
人
間
生
命
の
「
善

性
」（
善
心
）
の
開
発
で
あ
る
。「
善
心
」
に
よ
る
「
人
間
不
在
」

等
の
煩
悩
の
克
服
で
あ
る
。「
善
心
」
の
開
発
を
可
能
に
す
る
の

が
、
一
つ
に
は
教
育
で
あ
り
、
他
に
は
「
文
明
間
・
宗
教
間
対

話
」
で
あ
る
。
平
和
教
育
、
環
境
教
育
、
人
権
教
育
等
が
、
子

ど
も
た
ち
の
生
命
に
内
包
さ
れ
た
「
善
心
」
を
開
顕
し
て
い
く
。

こ
の
よ
う
な
教
育
を
時
間
的
縦
軸
と
す
れ
ば
、「
文
明
間
・
宗
教

間
対
話
」
は
空
間
的
横
軸
に
あ
た
る
。
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「
対
話
」
は
、
信
頼
を
醸
成
し
つ
つ
、
人
々
の
心
の
中
に
あ

る
ス
テ
レ
オ
・
タ
イ
プ
の
ゆ
が
ん
だ
文
明
観
、
宗
教
観
を
打
ち

破
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
明
、
宗
教
の
も
つ
良
質
の
「
共
通
項
」

を
お
互
い
に
確
認
し
て
い
く
試
み
で
あ
る
。
人
類
普
遍
の
「
共

通
項
」
を
、
愛
、
慈
悲
、
非
暴
力
や
、
人
間
倫
理
の
中
に
見
出

し
て
い
く
時
、
各
宗
教
や
文
明
を
分
断
し
、
分
裂
さ
せ
て
い
た

「
誤
っ
た
見
解
」
や
そ
れ
に
触
発
さ
れ
た
「
憎
悪
」
の
悪
心
を
打

ち
破
っ
て
い
く
道
が
開
か
れ
る
。

世
界
の
指
導
者
層
の
ト
ッ
プ
の
対
話
か
ら
、
各
専
門
領
域
の

対
話
、
そ
し
て
、
民
衆
次
元
の
対
話
、
交
流
を
重
層
的
に
進
め

て
い
く
こ
と
が
、
こ
れ
ま
で
列
挙
し
て
き
た
さ
ま
ざ
ま
な
対
策

の
中
で
、
最
も
基
盤
と
な
る
行
為
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
う
し

た
人
間
の
「
善
心
」
を
開
発
し
ゆ
く
対
話
の
潮
流
が
グ
ロ
ー
バ

ル
に
拡
大
し
て
い
っ
て
こ
そ
、
法
的
、
経
済
的
、
政
治
的
な
対

策
も
、
功
を
奏
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

Ⅱ

法
華
経
の
三
大
思
想
と
平
和

法
華
経
の
三
大
思
想
と
し
て
、
第
一
に
「
万
人
の
成
仏
」、
第

二
に
「
永
遠
な
る
仏
」、
第
三
に
「
菩
薩
道
の
実
践
」
の
三
項
目

を
取
り
上
げ
、
そ
こ
か
ら
、
い
か
な
る
平
和
思
想
が
導
か
れ
る

か
を
論
じ
て
い
き
た
い
。

第
一
の
「
万
人
の
成
仏
」
の
思
想
で
あ
る
が
、
方
便
品
で
は
、

こ
の
現
象
世
界
に
仏
が
出
現
す
る
目
的
が
「
一
大
事
因
縁
」
と

し
て
示
さ
れ
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
「
開
示
悟
入
」
の
「
四
仏
知

見
」
の
文
で
あ
る
。

「
諸
仏
世
尊
は
衆
生
を
し
て
仏
知
見
を
開
か
し
め
、
清
浄
な

る
こ
と
を
得
し
め
ん
と
欲
す
る
が
故
に
、
世
に
出
現
し
た

ま
う
。
衆
生
に
仏
知
見
を
示
さ
ん
と
欲
す
る
が
故
に
、
世

に
出
現
し
た
ま
う
。
衆
生
を
し
て
仏
知
見
を
悟
ら
し
め
ん

と
欲
す
る
が
故
に
、
世
に
出
現
し
た
ま
う
。
衆
生
を
し
て

仏
知
見
の
道
に
入
ら
し
め
ん
と
欲
す
る
が
故
に
、
世
に
出

現
し
た
ま
う
」

（
８
）

こ
こ
に
、
仏
知
見
と
は
、
天
台
に
よ
れ
ば
仏
性
と
同
義
で
あ

る
と
い
う
。
（
９
）

す
べ
て
の
人
々
の
生
命
内
奥
か
ら
仏
知
見
（
仏
性
）

を
「
開
示
」
し
、「
悟
」
ら
し
め
、
仏
の
道
に
「
入
」
ら
し
め
る

の
が
、
仏
の
出
現
の
目
的
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
文

か
ら
、
仏
教
は
（
i
）
に
「
人
間
の
尊
厳
」
性
の
根
拠
を
示
す
こ

と
が
で
き
る
。
人
間
が
尊
厳
な
の
は
、
そ
の
生
命
内
奥
に
仏
知

68
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見
（
仏
性
）
と
い
う
「
宇
宙
大
の
生
命
」
を
内
包
し
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。

一
神
教
で
は
、
神
が
そ
の
似
姿
と
し
て
人
間
を
創
造
し
た
と

こ
ろ
に
、「
人
間
の
尊
厳
」
を
置
き
、
人
権
思
想
の
基
盤
と
し
て

い
る
。
そ
れ
に
対
し
、
仏
教
で
は
、
人
権
思
想
の
基
盤
に
、
人

間
生
命
内
在
の
「
仏
性
」
を
置
い
て
い
る
。

（
ii
）
に
、
法
華
経
で
は
「
仏
性
」
の
内
在
は
、
す
べ
て
の

人
々
に
及
ん
で
い
く
。
法
華
経
で
は
そ
の
真
理
を
二
乗
作
仏
、

悪
人
成
仏
、
女
人
成
仏
と
し
て
説
い
て
い
る
。
つ
ま
り
、
人
種
、

性
別
、
民
族
、
文
化
、
生
ま
れ
、
身
心
の
状
態
、
職
業
等
の
差

異
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
す
べ
て
の
人
々
の
生
命
に
「
仏
性
」
の

内
在
を
認
め
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
人
間
と
し
て
の
「
平
等

性
」
の
主
張
の
根
拠
が
あ
る
。

（
iii
）
に
、
そ
の
人
間
生
命
内
在
の
仏
知
見
を
「
開
示
悟
入
」

す
る
と
は
、
人
間
生
命
に
内
包
さ
れ
た
「
可
能
性
」
を
す
べ
て

顕
在
化
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
生
命
内
在
の
「
可
能
性
」

と
は
、
そ
の
人
の
そ
な
え
る
す
べ
て
の
善
性
、
能
力
、
感
性
、

生
命
力
等
で
あ
る
。

釈
尊
と
同
じ
よ
う
に
、
智
慧
と
慈
悲
の
善
心
で
、
環
境
条
件

を
と
と
の
え
、
働
き
か
け
て
い
け
ば
、
万
人
の
偉
大
な
る
「
可

能
性
」
を
全
面
的
に
開
花
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
の
で
あ

る
。
こ
こ
に
、「
人
間
開
発
」
の
基
盤
と
方
向
性
を
示
す
仏
教
の

根
拠
が
あ
る
。

（
iv
）
に
、
法
華
経
薬
草
喩
品
の
三
草
二
木
の
譬
え
の
中
に
、

人
類
の
み
な
ら
ず
、
万
物
が
共
生
す
る
平
和
社
会
の
あ
り
方
を

見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

「
一
地
の
生
ず
る
所
、
一
雨
の
潤
す
所
な
り
と
雖
も
、
諸
の

草
木
に
各
お
の
差
別
有
り
。
迦
葉
よ
。
当
に
知
る
べ
し
、

如
来
も
亦
復
た
是
の
如
し
。
世
に
出
現
す
る
こ
と
、
大
雲

の
起
こ
る
が
如
く
、
大
音
声
を
以
て
普
く
世
界
の
天
・

人
・
阿
修
羅
に
遍
ぜ
る
こ
と
、
彼
の
大
雲
の
遍
く
三
千
大

千
国
土
を
覆
う
が
如
し
」
（
10
）

こ
こ
に
、
仏
の
出
現
は
大
雲
の
起
こ
る
こ
と
に
譬
え
ら
れ
、

仏
の
説
法
は
大
雲
が
三
千
大
千
世
界
（
す
べ
て
の
現
象
世
界
）
を

覆
う
こ
と
に
譬
え
ら
れ
る
。
仏
の
説
法
は
、
大
雲
に
よ
る
雨
の

よ
う
に
、
平
等
に
す
べ
て
の
衆
生
に
ふ
り
注
い
で
い
く
。
し
か

し
、
衆
生
は
、
三
草
二
木
の
よ
う
に
、
そ
の
宗
教
的
能
力
に
よ

っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
相
違
が
あ
る
と
い
う
の
が
、
こ
の
譬
え
の
本



来
の
意
味
で
あ
る
。

そ
こ
か
ら
、
池
田
Ｓ
Ｇ
Ｉ
会
長
は
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
で
の

講
演
の
中
で
、「
万
物
共
生
の
平
和
の
イ
メ
ー
ジ
」
を
導
き
出
し

て
く
る
。

「（
こ
の
譬
喩
は
）
直
接
的
に
は
、
仏
の
平
等
大
慧
の
法
に
浴

し
て
、
全
て
の
人
々
が
仏
道
を
成
じ
て
い
く
こ
と
を
示
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
人
間
な
ら

び
に
山
川
草
木
に
至
る
ま
で
が
、
仏
の
命
を
呼
吸
し
な
が

ら
、
個
性
豊
か
に
生
を
謳
歌
し
て
い
る
『
万
物
共
生
の
大

地
』
の
イ
メ
ー
ジ
を
、
見
事
に
象

か
た
ど

っ
て
い
る
（
11
）よ
う
に
思
え

る
の
で
あ
り
ま
す
」

三
草
二
木
は
、
草
木
の
個
性
、
特
徴
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。

大
宇
宙
の
平
等
な
る
働
き
に
支
え
ら
れ
て
、
万
物
が
、
そ
の
可

能
性
を
全
開
し
て
い
る
姿
の
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。
日
蓮
は
、
個

性
の
全
面
開
花
を
「
桜
梅
桃
李
」
と
表
現
し
て
い
る（12
）。

す
べ
て
の
人
間
も
、
草
木
と
し
て
え
が
か
れ
る
大
自
然
も
、

「
仏
の
命
」
を
呼
吸
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
発
揮
す
る

と
こ
ろ
に
、
こ
の
譬
喩
の
イ
メ
ー
ジ
が
指
し
示
す
、
大
自
然
と
共

生
・
調
和
し
ゆ
く
人
類
社
会
の
平
和
が
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
環

境
破
壊
を
克
服
し
、「
直
接
的
・
構
造
的
暴
力
」
を
乗
り
越
え
た

人
類
の
共
生
、
繁
栄
の
文
化
社
会
が
現
出
し
て
い
る
。
仏
教
は
、

こ
の
よ
う
な
平
和
社
会
の
創
出
を
め
ざ
し
ゆ
く
宗
教
で
あ
る
。

第
二
の
「
永
遠
な
る
仏
」
は
、
如
来
寿
量
品
で
「
久
遠
の
釈

尊
」
と
し
て
明
か
さ
れ
て
い
る
。
法
華
経
で
は
、「
釈
尊
」
に
即

し
て
、
そ
の
本
地
に
「
久
遠
の
釈
尊
」
即
ち
「
永
遠
な
る
仏
」

を
洞
察
し
て
く
る
の
で
あ
る
。

「
一
切
世
間
の
天
・
人
、
及
び
阿
修
羅
は
、
皆
な
今
の
釈
迦

牟
尼
仏
は
釈
氏
の
宮
を
出
で
て
、
伽
耶
城
を
去
る
こ
と
遠

か
ら
ず
、
道
場
に
坐
し
て
、
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
を
得

た
り
と
謂お

も

え
り
。
然
る
に
善
男
子
よ
。
我
れ
は
実
に
成
仏

し
て
よ
り
已
来

こ
の
か
た

、
無
量
無
辺
百
千
万
億
那
由
他
劫
な
り
」
（
13
）

こ
の
後
、
五
百
塵
点
劫
の
譬
喩
に
よ
っ
て
、
釈
尊
は
、
自
分

が
成
仏
し
た
の
は
、
実
質
的
に
は
永
遠
の
過
去
で
あ
る
と
説
く
。

そ
し
て
、
未
来
に
つ
い
て
も
、
成
仏
し
て
か
ら
現
在
ま
で
の
二

倍
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
。
実
質
的
に
は
、
未
来
の
寿
命
も
無

限
で
あ
る
と
と
っ
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。

「
永
遠
な
る
仏
」
と
し
て
の
釈
尊
は
、「
永
遠
な
る
法
」
と
一

70



体
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
「
永
遠
な
る
釈
尊
」
は
、「
永
遠
の
救

済
仏
」
で
あ
る
。
釈
尊
は
、
永
遠
の
過
去
に
成
仏
し
て
以
来
の

活
動
を
、
次
の
よ
う
に
示
し
て
い
る
。

「
是
れ
自
従

よ

り
来
こ
の
か
た

、
我
れ
は
常
に
此
の
娑
婆
世
界
に
在
っ

て
、
説
法
教
化
す
。
亦
た
余
処
の
百
千
万
億
那
由
他
阿
僧

祗
の
国
に
於
い
て
も
、
衆
生
を
導
利
す
」
（
14
）

釈
尊
は
、
成
道
し
て
以
来
、
さ
ま
ざ
ま
な
手
段
に
よ
っ
て
衆

生
を
指
導
し
、
利
益
を
与
え
、
救
済
し
て
き
た
の
で
あ
り
、
そ

の
大
慈
悲
の
活
動
は
、「
未
だ
曽
て
暫
く
も
癈
」
（
15
）

し
た
こ
と
が
な

い
の
で
あ
る
。

創
価
学
会
戸
田
第
二
代
会
長
は
、「
永
遠
な
る
法
」
と
一
体
と

な
っ
た
「
永
遠
な
る
救
済
仏
」
の
活
動
を
、
宇
宙
論
の
立
場
か

ら
、「
宇
宙
仏
」
の
大
慈
悲
行
と
し
て
展
開
し
て
い
る
。
法
華
経

見
宝
塔
品
に
お
い
て
、
十
方
の
諸
仏
を
空
間
的
に
統
合
し
、
さ

ら
に
寿
量
品
に
お
い
て
三
世
諸
仏
を
時
間
的
に
統
合
し
た
、「
永

遠
な
る
法
」
と
一
体
の
「
永
遠
な
る
救
済
仏
」
は
、
ま
さ
に
、

「
宇
宙
仏
」
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

戸
田
会
長
は
、
慈
悲
論
の
中
で
、「
こ
の
宇
宙
は
、
み
な
仏
の

実
体
で
あ
っ
て
、
宇
宙
の
万
象
こ
と
ご
と
く
慈
悲
の
行
業
で
あ

る
。
さ
れ
ば
、
慈
悲
は
宇
宙
の
本
然
の
す
が
た
と
い
う
べ
き
で

あ
る
」
（
16
）

と
述
べ
、
こ
の
大
宇
宙
に
生
を
受
け
た
人
間
の
使
命
を
、

次
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
。

「
宇
宙
自
体
が
慈
悲
で
あ
る
以
上
、
わ
れ
わ
れ
も
日
常
の
行

業
は
も
ち
ろ
ん
、
自
然
に
慈
悲
の
行
業
そ
の
も
の
で
は
あ

る
が
、
人
た
る
特
殊
の
生
命
を
発
動
さ
せ
て
い
る
以
上
、

人
間
は
、
一
般
動
物
、
植
物
と
同
じ
立
場
で
あ
っ
て
は
な

ら
ぬ
。
よ
り
高
級
な
行
業
こ
そ
、
真
に
仏
に
仕
え
る
者
の

態
度
で
あ
る（17
）」。
そ
し
て
「
自
覚
し
た
真
の
慈
悲
に
生
き
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
（
18
）
と
い
う
。

こ
こ
に
、
仏
教
の
宇
宙
論
的
視
座
か
ら
見
た
、
人
間
生
命
と

し
て
の
存
在
意
義
と
使
命
が
つ
づ
ら
れ
て
い
る
。
即
ち
、
こ
の

地
球
上
に
生
を
受
け
た
「
人
間
」
と
い
う
存
在
の
「
宇
宙
論
的

使
命
」
は
、
大
宇
宙
の
慈
悲
の
行
業
に
参
画
し
、
そ
の
働
き
を

増
幅
す
る
こ
と
で
あ
る
。
慈
悲
の
増
幅
と
は
宇
宙
の
創
造
的
進

化
に
参
画
す
る
こ
と
で
あ
る
。

方
便
品
に
お
い
て
は
、
人
権
論
の
基
盤
と
な
る
「
人
間
の
尊

厳
」
は
、
す
べ
て
の
人
々
の
内
奥
に
「
仏
性
」
が
そ
な
わ
っ
て

お
り
、
そ
の
全
面
的
開
花
が
可
能
で
あ
る
と
こ
ろ
に
置
か
れ
て
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い
る
と
説
か
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
寿
量
品
に
至
っ
て
、「
仏
性
」

の
全
面
的
開
顕
は
、「
永
遠
の
救
済
仏
」
と
し
て
の
「
宇
宙
仏
」

の
大
慈
悲
に
参
画
し
て
こ
そ
可
能
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
の

で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
こ
の
大
宇
宙
の
中
で
の
「
人
間
の
尊

厳
」
は
、「
宇
宙
仏
」
と
一
体
と
な
っ
て
の
慈
悲
の
創
造
と
い
う

「
宇
宙
論
的
使
命
」
を
は
た
す
と
こ
ろ
に
、
発
現
さ
れ
る
と
い
え

る
で
あ
ろ
う
。

「
人
間
の
尊
厳
」
は
、「
人
間
」
と
い
う
生
命
形
態
を
、
こ
の

地
球
上
に
受
け
た
こ
と
に
あ
る
の
で
は
な
い
。「
人
間
」
と
い
う

生
命
形
態
に
そ
な
わ
る
「
仏
性
」
を
全
面
開
顕
し
、
慈
悲
等
の

善
心
に
よ
っ
て
「
永
遠
な
る
宇
宙
仏
」
の
救
済
行
に
参
画
す
る

と
こ
ろ
に
あ
る
。

三
毒
や
悪
心
に
よ
っ
て
大
自
然
ま
で
含
む
「
自
」「
他
」
の
生

命
を
傷
つ
け
、
破
壊
し
、
大
宇
宙
の
慈
悲
行
に
反
逆
す
る
「
人

間
」
に
、
尊
厳
性
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。
し

か
し
、
仏
教
の
「
永
遠
の
仏
」
の
救
済
行
は
、
法
華
経
の
提
婆

達
多
品
に
説
か
れ
る
よ
う
に
、「
悪
人
成
仏
」
に
ま
で
及
ん
で
い

く
。
仏
教
に
永
遠
の
地
獄
は
な
い
。
大
宇
宙
の
慈
悲
の
行
業
に

反
逆
す
る
「
人
間
」
を
も
、「
仏
性
」
の
開
顕
に
よ
っ
て
救
済
し

よ
う
と
す
る
の
が
、
仏
教
の
立
場
で
あ
り
、
そ
の
行
為
に
参
画

す
る
と
こ
ろ
に
、
人
間
の
尊
厳
性
が
発
揮
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
仏
教
の
人
権
論
、
平
和
論
は
、「
宇
宙
仏
」
の
永

遠
な
る
救
済
行
に
立
脚
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
「
宇
宙
論
的
使
命
」
に
生
き
る
人
間

群
像
は
、
大
乗
仏
教
で
は
「
菩
薩
」
と
し
て
登
場
し
て
く
る
の

で
あ
る
。

そ
こ
で
、
第
三
の
「
菩
薩
道
の
実
践
」
と
し
て
、
法
華
経
に

説
か
れ
る
菩
薩
群
像
を
、「
地
涌
の
菩
薩
」
と
そ
の
他
の
菩
薩
群

に
分
け
て
考
え
て
み
た
い
。

池
田
Ｓ
Ｇ
Ｉ
会
長
は
、『
法
華
経
の
智
慧
』
の
中
で
、
地
涌
の

菩
薩
を
「
本
化
の
菩
薩
」
と
し
、
法
華
経
薬
王
品
以
下
に
説
か

れ
る
薬
王
、
妙
音
、
観
音
、
普
賢
菩
薩
を
「
迹
化
の
菩
薩
」
と

表
現
し
て
、
次
の
よ
う
に
両
者
の
関
係
性
を
説
い
て
い
る
。

「
あ
く
ま
で
譬
え
で
あ
る
が
、
光
が
プ
リ
ズ
ム
を
通
る
と
七

色
に
分
散
す
る
。『
光
』
は
全
体
、『
七
色
』
は
光
が
割
れ

て
で
き
た
部
分
、
部
分
で
す
。
そ
の
よ
う
に
、
後ご

霊
鷲
山

会え

で
の
迹
化
の
菩
薩
は
、
仏
界
と
い
う
光
を
胸
中
に
灯
し

72



な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
使
命
の
姿
を
彩
り
豊
か
に
現
し
て

い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」
（
19
）

つ
ま
り
、
地
涌
の
菩
薩
（
本
化
の
菩
薩
）
が
「
光
」
全
体
を
あ

ら
わ
し
、
迹
化
の
菩
薩
は
七
色
の
色
の
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の

使
命
を
は
た
し
ゆ
く
姿
で
あ
る
と
の
譬
え
で
あ
る
。

（
i
）
地
涌
の
菩
薩
は
、
釈
尊
の
入
滅
の
後
に
、
法
華
経
を
広

め
る
菩
薩
と
し
て
、
従
地
涌
出
品
か
ら
登
場
す
る
。
こ
の
菩
薩

に
つ
い
て
は
、「
身
は
皆
な
金
色
に
し
て
、
三
十
二
相
・
無
量
の

光
明
あ
り
」
（
20
）

と
記
さ
れ
、
仏
と
同
じ
く
す
ば
ら
し
い
姿
と
し
て

表
現
さ
れ
て
い
る
。

地
涌
の
菩
薩
に
四
人
の
導
師
が
い
る
。

「
是
の
菩
薩
衆
の
中
に
、
四
導
師
有
り
。
一
に
上
行
と
名
づ

け
、
二
に
無
辺
行
と
名
づ
け
、
三
に
浄
行
と
名
づ
け
、
四

に
安
立
行
と
名
づ
く
。
是
の
四
菩
薩
は
、
其
の
衆
の
中
に

於
い
て
、
最
も
為
れ
上
首
唱
導
の
師
な
り
」
（
21
）

法
師
品
に
は
、
法
華
経
を
受
持
し
、
広
め
る
者
の
使
命
と
し

て
、「
是
の
人
は
則
ち
如
来
の
使
に
し
て
、
如
来
に
遣
わ
さ
れ
て
、

如
来
の
事
を
行
ず
」
（
22
）

と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
、
地
涌
の
菩

薩
の
存
在
性
格
が
示
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、
地
涌
の
菩
薩
は
、

釈
尊
入
滅
後
の
「
仏
の
使
い
」
で
あ
り
、
仏
か
ら
派
遣
さ
れ
て
、

「
仏
事
」
即
ち
、
仏
の
民
衆
救
済
の
仕
事
を
行
う
の
で
あ
る
。

日
蓮
は
、
御
義
口
伝
に
法
華
文
句
輔
正
記
の
九
の
文
を
引
い

て
、
上
行
、
無
辺
行
、
浄
行
、
安
立
行
の
四
菩
薩
が
、
常
楽
我

浄
の
四
徳
に
配
さ
れ
る
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
四
徳
と
は
、
仏

の
生
命
に
そ
な
わ
る
徳
で
あ
る
。

「
経
に
四
導
師
有
り
と
は
今
四
徳
を
表
す
上
行
は
我
を
表
し

無
辺
行
は
常
を
表
し
浄
行
は
浄
を
表
し
安
立
行
は
楽
を
表

す
、
有
る
時
に
は
一
人
に
此
の
四
義
を
具
す
」
（
23
）

今
、
一
人
に
具
さ
れ
た
四
徳
に
つ
い
て
み
る
と
、
上
行
の
徳

で
あ
る
「
我
」
は
、「
永
遠
な
る
救
済
仏
」
と
一
体
と
な
っ
た
菩

薩
の
「
自
己
」
で
あ
り
、
仏
か
ら
の
「
宇
宙
論
的
使
命
」
を
担

っ
て
、
民
衆
救
済
へ
と
慈
悲
の
活
動
を
す
る
主
体
者
で
あ
る
。

永
遠
な
る
「
宇
宙
仏
」
と
一
体
で
あ
る
か
ら
、
自
由
自
在
に
あ

ら
ゆ
る
障
害
を
打
ち
破
っ
て
、
人
々
へ
の
慈
悲
の
行
業
を
な
す

の
で
あ
る
。

浄
行
の
「
浄
」
の
徳
は
、
生
命
浄
化
の
働
き
で
あ
る
。
主
体

的
な
「
自
己
」（
我
）
が
、
悪
心
（
煩
悩
）
を
打
ち
破
り
、
善
心

（
菩
提
）
へ
と
転
換
し
ゆ
く
働
き
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
に
善
心
に
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あ
ふ
れ
た
「
自
己
」
は
、
自
由
に
、
い
か
な
る
障
害
を
も
無
辺

に
乗
り
越
え
て
い
く
。
こ
こ
に
無
辺
行
と
し
て
示
さ
れ
る
「
常
」

の
徳
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
無
辺
行
と
は
、
上
行
の
行
う
「
自

由
性
」
を
表
示
し
て
い
る
。

悪
心
を
善
心
に
変
革
し
つ
つ
、
民
衆
救
済
に
「
自
由
」
な
る

活
動
を
な
す
上
行
の
「
自
己
」（
我
）
に
こ
そ
、
安
心
立
命
の
境

地
が
確
立
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
境
地
こ
そ
、
真
実

の
「
楽
」
で
あ
り
、
そ
の
境
地
を
「
安
立
行
」
と
し
て
表
示
す

る
の
で
あ
る
。

地
涌
の
菩
薩
に
そ
な
わ
る
「
四
徳
」
は
、
上
行
の
「
大
い
な

る
自
己
」
が
「
永
遠
な
る
救
済
仏
」
と
一
体
と
な
り
つ
つ
、
民

衆
救
済
に
自
由
自
在
に
活
動
す
る
時
の
、
大
い
な
る
境
涯
と
善

心
に
導
か
れ
た
生
命
内
奥
の
様
相
を
示
し
て
い
る
。「
四
徳
」
を

具
し
た
地
涌
の
菩
薩
こ
そ
、「
人
間
の
安
全
保
障
」
と
「
人
間
開

発
」
を
担
い
ゆ
く
法
華
経
の
示
す
人
間
群
像
で
あ
り
、
同
時
に
、

自
己
実
現
の
目
標
と
す
べ
き
理
想
的
人
間
像
で
あ
る
。

地
涌
の
菩
薩
の
慈
悲
の
行
業
は
、「
三
界
の
火
宅
」
の
中
で
、

具
体
的
働
き
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
る
。
そ
の
行
為
を
、
さ
ま
ざ

ま
な
角
度
か
ら
描
き
上
げ
た
の
が
、
薬
王
品
以
下
に
記
さ
れ
る

菩
薩
群
像
で
あ
る
。

（
ii
）「
迹
化
の
菩
薩
」
と
し
て
示
さ
れ
る
菩
薩
群
と
し
て
、
薬

王
、
妙
音
、
普
賢
、
観
音
を
取
り
上
げ
た
い
。
こ
れ
ら
の
菩
薩

は
、
そ
れ
ぞ
れ
医
療
、
芸
術
、
学
術
、
情
報
等
の
分
野
で
活
躍

す
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
今
こ
こ
で
は
、
人
権
思
想
と
の
関
連

か
ら
、「
地
涌
の
菩
薩
」
の
「
自
由
」
な
る
衆
生
救
済
の
働
き
の

そ
れ
ぞ
れ
の
側
面
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
に
す
る
。

そ
の
よ
う
な
角
度
か
ら
記
述
す
る
と
、
薬
王
菩
薩
は
、「
三
界

の
火
宅
」
の
中
で
、「
病
気
か
ら
の
自
由
」
を
担
い
、
食
糧
、
水
、

医
療
、
保
健
を
保
障
し
、
健
康
で
長
寿
を
願
う
民
衆
の
権
利
を

表
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
妙
音
菩
薩
は
、「
音
楽
」
に
象

徴
さ
れ
る
「
芸
術
表
現
の
自
由
」
を
主
張
し
て
お
り
、
普
賢
菩

薩
は
「
学
問
・
思
想
の
自
由
」
へ
の
権
利
を
主
張
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
民
衆
の
切
な
る
要
望
に
耳
を
傾
け
、
そ
の
願
い
を

叶
え
、
何
も
の
に
も
怖
れ
な
い
境
地
を
与
え
ゆ
く
菩
薩

―
施

無
畏
者

―
が
観
世
音
菩
薩
で
あ
る
。
観
世
音
菩
薩
の
救
済
の

具
体
的
な
内
容
は
、「
現
世
利
益
的
」
な
も
の
で
あ
る
。「
三
界

火
宅
」
と
化
し
た
現
実
社
会
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
民
衆
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の
要
求
に
耳
を
傾
け
、
応
え
ゆ
く
こ
と
が
、「
人
間
の
安
全
保
障
」

の
内
実
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
そ
の
具
体
例
を
、

人
権
思
想
の
視
座
か
ら
取
り
上
げ
て
み
た
い
（
24
）
。

イ○
大
火
に
入
っ
て
も
火
も
焼
く
こ
と
が
で
き
ず
、
大
水
に
流

さ
れ
て
も
、
浅
い
と
こ
ろ
に
た
ど
り
つ
く
。

―
こ
れ
は
、
自
然
災
害
と
い
う
「
恐
怖
か
ら
の
自
由
」

を
さ
し
て
い
る
。

ロ○
大
海
の
中
で
の
羅
刹
の
難
を
脱
却
で
き
る
。
三
千
大
千
世

界
の
夜
叉
や
羅
刹
も
、
害
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

―
こ
れ
は
、
夜
叉
や
羅
刹
（
悪
鬼
）
と
し
て
示
さ
れ
る

「
暴
力
か
ら
の
自
由
」
で
あ
る
。

ハ○
三
千
大
千
世
界
の
敵
意
あ
る
盗
賊
か
ら
逃
れ
ら
れ
る
。

―
「
暴
力
か
ら
の
自
由
」
で
あ
る
。

ニ○
王
難
の
苦
に
遭
っ
て
、
刑
に
よ
っ
て
命
が
絶
た
れ
よ
う
と

す
る
時
に
、「
刀
は
尋つ

い
で
段
段
に
壊お

れ
」
る
。

―
「
政
治
権
力
か
ら
の
自
由
」
で
あ
り
、「
基
本
的
人
権

を
享
受
す
る
自
由
」
で
あ
る
。

ホ○
「
枷
鎖
か

さ

」
等
の
刑
具
で
束
縛
さ
れ
て
い
て
も
、
そ
こ
か
ら

脱
却
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

―
こ
れ
も
、
い
か
な
る
政
治
の
も
と
に
あ
っ
て
も
、「
基

本
的
人
権
を
享
受
す
る
自
由
」
で
あ
る
。

ヘ○
も
ろ
も
ろ
の
毒
薬
に
身
を
害
せ
ら
れ
よ
う
と
す
る
も
、
か

え
っ
て
、
害
し
よ
う
と
し
た
人
に
還
っ
て
い
く
。

―
こ
れ
は
、
具
体
的
に
「
毒
薬
の
恐
怖
か
ら
の
自
由
」

を
示
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
観
世
音
菩
薩
の
慈
悲
の
働
き
は
、「
暴
力
、
災
害
、

毒
物
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
恐
怖
か
ら
の
自
由
」
を
確
保
し
よ
う

と
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

「
迹
化
の
菩
薩
」
の
働
き
と
し
て
記
述
さ
れ
る
「
自
由
」
は
、

今
日
、「
人
間
の
安
全
保
障
」「
人
間
開
発
」「
人
権
」
と
し
て
、

民
衆
救
済
の
具
体
的
内
実
と
な
っ
て
い
る
。

法
華
経
の
菩
薩
群
は
、
地
涌
の
菩
薩
と
迹
化
の
菩
薩
が
一
体

と
な
り
、
融
合
し
て
、
人
類
が
め
ざ
し
ゆ
く
「
自
己
実
現
」
の

理
想
的
な
人
間
像
と
そ
の
具
体
的
行
為
の
あ
り
方
を
提
示
し
て

い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

Ⅲ

「
積
極
的
平
和
」
の
創
出
を
め
ざ
し
て

仏
教
の
え
が
く
「
恒
久
平
和
」
は
、
戦
争
が
な
い
と
い
う
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「
消
極
的
平
和
」
で
は
な
く
、
そ
れ
を
こ
え
て
、「
構
造
的
暴
力
」

を
超
克
す
る
と
こ
ろ
に
現
出
す
る
「
積
極
的
平
和
」
で
あ
る
。

「
直
接
的
暴
力
」
の
基
盤
に
広
が
る
「
構
造
的
暴
力
」
に
取
り
組

む
に
あ
た
っ
て
、
現
今
、
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
「
人
間
の
安

全
保
障
」
で
あ
る
。「
人
間
の
安
全
保
障
」
は
、
あ
く
ま
で
、
生

き
た
「
人
間
」
の
生
存
、
生
活
、
尊
厳
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
る
。

「
人
間
の
安
全
保
障
委
員
会
」
は
、
二
〇
〇
三
年
五
月
、
最

終
報
告
書
を
ま
と
め
た
。
そ
こ
で
は
、
安
全
保
障
の
焦
点
は
国

家
か
ら
人
々
の
安
全
保
障
へ
と
拡
大
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い

と
、
安
全
保
障
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
を
主
張
し
て
い
る
。
委

員
会
は
、「
人
間
の
安
全
保
障
」
を
「
人
間
の
生
に
と
っ
て
か
け

が
え
の
な
い
中
枢
部
分
を
守
り
、
す
べ
て
の
人
の
自
由
と
可
能

性
を
実
現
す
る
こ
と
」
（
25
）
と
定
義
し
て
い
る
。「
生
」
の
中
枢
と
は
、

人
間
が
享
受
す
べ
き
基
本
的
な
権
利
と
自
由
を
さ
し
て
い
る
。

「
人
間
の
安
全
保
障
」
は
、「
欠
乏
か
ら
の
自
由
」「
恐
怖
か
ら
の

自
由
」「
自
身
の
た
め
に
行
動
す
る
自
由
」
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま

な
自
由
か
ら
な
る
。

吉
田
文
彦
氏
は
、『「
人
間
の
安
全
保
障
」
戦
略
』
（
26
）

の
中
で
、

具
体
的
に
「
欠
乏
か
ら
の
自
由
」
と
し
て
「
貧
困
か
ら
の
自
由
」、

「
飢
餓
か
ら
の
自
由
」、「
病
気
か
ら
の
自
由
」、「
清
潔
な
水
と
空

気
の
確
保
な
ど
」
を
あ
げ
て
い
る
。「
恐
怖
か
ら
の
自
由
」
と
し

て
は
、「
暴
力
、
犯
罪
、
薬
物
の
恐
怖
か
ら
の
自
由
」
を
取
り
上

げ
、「
自
身
の
た
め
に
行
動
す
る
自
由
」
と
し
て
「
家
族
生
活
、

そ
れ
ぞ
れ
の
民
族
集
団
に
参
加
す
る
自
由
」、
政
治
の
安
全
保
障

と
し
て
「
基
本
的
人
権
を
享
受
す
る
自
由
」
を
列
挙
し
て
い
る
。

そ
こ
で
、
委
員
会
で
は
、「『
人
間
の
安
全
保
障
』
と
は
、
人
が

生
き
て
い
く
上
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
基
本
的
自
由
を
擁
護
し
、

広
範
か
つ
深
刻
な
脅
威
や
状
況
か
ら
人
間
を
守
る
こ
と
で
あ
る
」
（
27
）

と
い
う
。

そ
れ
で
は
、
人
間
が
、
享
受
す
べ
き
基
本
的
自
由
を
ま
も
り
、

さ
ら
に
自
分
自
身
が
立
ち
上
が
れ
る
よ
う
な
潜
在
能
力
を
高
め

る
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か

―
委
員
会
報
告
で
は
、

そ
の
戦
略
と
し
て
「
保
護
」
と
「
能
力
強
化
」
（
28
）

を
あ
げ
て
く
る
。

「
保
護
」
と
は
、
人
間
を
暴
力
、
紛
争
、
貧
困
、
テ
ロ
、
金
融
危

機
、
人
権
抑
圧
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
エ
イ
ズ
等
の
危
険
か
ら
保
護
す
る
こ

と
で
あ
り
、
国
家
、
国
際
機
関
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
企
業
等
に
よ
っ
て

行
わ
れ
る
。
そ
し
て
、「
能
力
強
化
」
と
は
、
人
間
が
き
び
し
い

環
境
に
あ
っ
て
も
自
立
し
、
主
体
的
に
「
安
全
保
障
」
に
関
わ
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っ
て
い
け
る
よ
う
に
潜
在
能
力
を
開
花
さ
せ
、
強
化
し
て
い
く

こ
と
で
あ
る
。

教
育
に
よ
る
意
識
改
革
、
知
識
・
情
報
の
吸
収
、
技
術
の
習

得
等
に
よ
っ
て
能
力
が
強
化
さ
れ
れ
ば
、
主
体
的
に
「
人
間
の

安
全
保
障
」
の
実
現
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
う
し
て
「
人
間
の
安
全
保
障
」
が
人
間
生
命
内
在
の
「
潜

在
能
力
」
に
ま
で
視
野
を
広
げ
て
く
れ
ば
、「
人
間
開
発
」
の
コ

ン
セ
プ
ト
と
の
関
連
性
が
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
人
間

開
発
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
が
提
唱
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
、
一
九
九
〇
年
、
パ
キ
ス
タ
ン
の
マ
ブ
ー
ブ
ル
・
ハ
ク
や
イ

ン
ド
出
身
の
ア
マ
ル
テ
ィ
ア
・
セ
ン
に
よ
っ
て
で
あ
る
。

『
人
間
開
発
報
告
書
』（
一
九
九
四
年
）
に
よ
れ
ば
、「
持
続
可

能
な
人
間
開
発
」
は
、
次
の
よ
う
に
実
現
さ
れ
る
。

「
人
間
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
、
特
定
の
潜
在
的
な
能
力

を
兼
ね
備
え
て
い
る
。
開
発
の
目
的
は
す
べ
て
の
人
び
と

が
自
ら
の
能
力
を
高
め
、
現
在
の
世
代
か
ら
次
世
代
に
わ

た
っ
て
機
会
を
拡
大
で
き
る
環
境
を
創
り
出
す
こ
と
で
あ

る
。
人
間
開
発
の
真
の
基
礎
は
、
あ
ら
ゆ
る
人
の
求
め
る

生
き
る
権
利
を
普
遍
的
に
認
め
る
こ
と
に
あ
る
」
（
29
）

人
間
開
発
は
、
人
間
の
潜
在
的
能
力
を
開
花
さ
せ
、
高
め
る

こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
セ
ン
は
「
人
間
開
発
は
、
人
間
の

生
命
を
制
約
・
束
縛
し
可
能
性
の
開
花
を
阻
害
す
る
、
さ
ま
ざ

ま
な
障
害
を
取
り
除
く
こ
と
を
主
眼
と
す
る
」
（
30
）

と
い
う
。
こ
れ

ま
で
、
人
間
開
発
へ
の
指
標
が
、
例
え
ば
、
人
間
開
発
指
数

（
Ｈ
Ｄ
Ｉ
）、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
指
数
（
Ｇ
Ｅ
Ｍ
）、

ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
（
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
な
ど
が
示
さ
れ
て
き
た
。

イ
ン
ド
の
ス
ワ
ミ
ナ
サ
ン
は
、
「
総
体
的
な
評
価
基
準
は
、

『
教
育
』『
ヘ
ル
ス
ケ
ア
（
保
健
医
療
）』『
長
寿
』『
識
字
能
力
』

『
経
済
的
な
豊
か
さ
に
お
け
る
男
女
差
の
解
消
』
『
職
業
・
技

術
・
教
育
へ
の
機
会
』
な
ど
を
含
む
も
の
で
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
」
（
31
）
と
い
う
。

セ
ン
は
、「
人
間
開
発
」
と
「
人
間
の
安
全
保
障
」
と
の
関
係

性
を
相
補
的
に
と
ら
え
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
こ
う
し
た
広
い
領
域
を
照
ら
す
人
間
開
発
は
、
進
歩
と
増

進
を
そ
の
主
眼
と
し
て
き
た
た
め
に
、
活
力
に
満
ち
た
楽

天
的
な
性
質
を
有
し
て
い
る
。
人
間
の
生
命
を
よ
り
豊
か

に
す
る
目
的
で
新
た
な
領
域
を
征
服
し
て
い
く
こ
と
が
こ

の
概
念
の
目
的
で
あ
り
、
守
る
べ
き
も
の
を
守
る
た
め
の
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後
衛
に
徹
す
る
に
は
、
あ
ま
り
に
も
前
向
き
な
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
『
人
間
の
安
全
保
障
』
の
概
念
が
特
別
の
意
味
を

も
つ
理
由
が
あ
る
」
（
32
）

両
者
の
相
補
性
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
示
し
て
い
る
。

「『
人
間
の
安
全
保
障
』
の
概
念
は
、『
状
況
が
悪
化
す
る
危

険
性
（dow

nside
risks

）』
に
直
接
関
心
を
向
け
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
楽
観
的
に
拡
大
し
て
い
く
人
間
開
発
の
性
質
を
補

う
」「
人
間
開
発
は
多
く
の
場
合
『
成
長
下
に
お
け
る
衡
平

の
確
保
』
に
焦
点
を
当
て
て
お
り
、
こ
の
課
題
に
は
す
で

に
膨
大
な
文
献
が
存
在
し
、
現
実
に
多
く
の
政
策
も
実
施

さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、『
人
間
の
安
全
保
障
』
は
、

『
危
機
下
に
お
け
る
安
全
の
確
保
』
を
真
摯
に
考
慮
す
る
必

要
に
焦
点
を
当
て
て
い
る
」
（
33
）

「
人
間
の
安
全
保
障
」
に
よ
り
危
機
下
に
お
け
る
安
全
性
が

た
も
た
れ
て
こ
そ
、「
人
間
開
発
」
の
た
め
の
機
会
が
拡
大
し
、

選
択
肢
が
増
加
し
て
い
く
。
つ
ま
り
「
自
由
」
の
拡
大
で
あ
る
。

両
者
の
相
補
的
な
協
力
に
よ
っ
て
、
人
間
の
潜
在
能
力
も
顕
在

化
し
、
そ
の
人
自
身
の
自
己
実
現
へ
の
道
を
歩
む
環
境
条
件
が

と
と
の
う
の
で
あ
る
。

セ
ン
は
、「
人
間
の
安
全
保
障
」
と
人
権
の
相
補
性
に
も
ふ
れ

て
い
る
。

「
人
間
の
あ
る
種
の
基
本
的
自
由
が
尊
重
さ
れ
、
支
持
さ
れ
、

伸
長
さ
れ
る
べ
き
と
主
張
す
る
こ
と
は
、
人
権
推
進
の
あ

ら
わ
れ
で
あ
る
。
し
か
し
、
人
権
概
念
の
規
範
的
本
質
と

も
い
う
べ
き
こ
の
こ
と
は
、
ど
の
自
由
が
、
社
会
と
し
て

認
め
、
保
護
し
、
推
進
し
て
い
く
べ
き
人
権
と
し
て
ふ
さ

わ
し
い
重
要
な
も
の
な
の
か
、
と
い
う
問
題
を
残
し
て
い

る
。
こ
の
点
で
、『
人
間
の
安
全
保
障
』
は
、
新
旧
の
基
本

的
な
危
険
要
因
か
ら
ど
の
自
由
が
重
要
か
を
特
定
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
重
要
な
貢
献
を
果
た
す
。
つ
ま
り
、
人
間

の
生
命
に
お
い
て
安
全
を
重
視
す
る
考
え
の
源
と
な
る
多

く
の
事
実
と
、
特
定
の
自
由
を
認
め
る
と
い
う
人
権
の
も

つ
倫
理
的
要
請
の
力
が
、
こ
こ
で
結
び
つ
く
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
人
権
と
『
人
間
の
安
全
保
障
』
は
相
互
に

高
め
あ
う
こ
と
が
で
き
る
」
（
34
）

こ
こ
に
記
さ
れ
た
よ
う
に
、
個
々
の
危
険
状
況
の
中
で
、
ど

の
自
由
が
重
要
か
を
特
定
す
る
た
め
に
「
人
間
の
安
全
保
障
」

が
手
が
か
り
と
な
る
。
ま
た
、
一
方
、「
人
間
の
安
全
保
障
」
を
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具
体
的
に
推
進
す
る
に
あ
た
り
、
倫
理
的
要
請
の
力
と
し
て
、

人
権
は
大
き
な
役
割
を
は
た
す
の
で
あ
る
。「
人
間
の
安
全
保

障
」、「
人
権
」、「
人
間
開
発
」
は
と
も
に
補
完
し
あ
っ
て
、「
人

間
生
命
」
を
保
護
し
、
生
存
権
、
基
本
的
自
由
を
ま
も
り
、
潜

在
的
能
力
の
開
発
と
強
化
を
行
い
つ
つ
、
よ
り
豊
か
な
人
生
を

享
受
で
き
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、「
人
間
の
安
全
保
障
」
や
「
人
間
開
発
」
に
よ
っ

て
開
拓
さ
れ
る
「
人
間
」
の
能
力
、
可
能
性
と
は
い
か
な
る
も

の
で
あ
ろ
う
か
。
人
間
の
安
全
保
障
委
員
会
で
は
、「『
人
間
の

安
全
保
障
』
の
下
で
は
、
人
の
生
き
方
を
決
定
す
る
の
は
そ
の

人
自
身
で
あ
る
と
の
考
え
方
か
ら
す
べ
て
が
始
ま
っ
て
い
る
。

『
人
間
の
安
全
保
障
』
は
、
人
間
が
自
ら
の
た
め
に
な
す
努
力
に

拠
っ
て
立
ち
、
こ
れ
を
支
え
て
い
く
も
の
で
あ
る
」
（
35
）

と
の
基
本

的
な
考
え
方
を
出
し
て
い
る
。

主
体
的
に
自
ら
の
潜
在
能
力
を
開
拓
し
、
ど
の
よ
う
な
人
生

を
歩
み
、
ど
の
よ
う
な
自
己
実
現
を
な
し
ゆ
く
の
か
は
、「
そ
の

人
自
身
」
で
あ
る
と
い
う
。
つ
ま
り
、
自
己
の
「
可
能
性
」
を

阻
害
す
る
要
因
が
除
か
れ
、
能
力
開
花
の
た
め
の
条
件
を
と
と

の
え
ゆ
く
中
で
、
そ
の
人
自
身
の
人
生
観
が
問
わ
れ
る
こ
と
に

な
る
の
で
あ
る
。

法
華
経
で
は
、
平
和
論
の
立
場
か
ら
、
方
便
品
の
「
万
人
成

仏
」
の
箇
所
で
述
べ
た
よ
う
に
、
す
べ
て
の
人
々
に
、
善
性
、

生
命
力
、
感
性
、
各
種
の
能
力
が
そ
な
わ
っ
て
い
る
と
い
う
。

そ
れ
ら
の
「
可
能
性
」
を
開
花
さ
せ
る
方
向
に
、
さ
ま
ざ
ま
な

環
境
条
件
を
活
用
し
、
自
由
な
る
意
志
で
選
択
を
行
う
こ
と
が
、

人
生
の
目
的
で
あ
る
と
説
く
の
で
あ
る
。

「
人
間
の
安
全
保
障
」
や
「
人
間
開
発
」
で
い
う
「
能
力
」

の
開
花
と
は
、
仏
教
で
は
、
各
種
の
能
力
を
含
ん
だ
、
あ
ら
ゆ

る
潜
在
的
「
可
能
性
」
を
さ
し
て
い
る
。「
能
力
」
に
は
、
知
識
、

経
験
、
技
術
の
習
得
が
含
ま
れ
る
が
、
自
己
実
現
の
中
心
を
な

す
の
は
、
そ
れ
ら
の
「
能
力
」
を
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い
く

か
と
い
う
「
自
己
」
自
身
で
あ
る
。
三
毒
や
エ
ゴ
イ
ズ
ム
に
染

ま
っ
た
「
自
己
」
で
あ
る
の
か
、
善
性
に
彩
ら
れ
た
「
自
己
」

で
あ
る
の
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

「
人
間
の
安
全
保
障
」「
人
間
開
発
」「
人
権
運
動
」
の
期
待

す
る
「
自
己
」
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
善
心
を
豊
か
に
そ

な
え
た
「
自
己
」
で
あ
る
。
仏
教
で
は
、
善
心
と
し
て
、
信
頼
、

慚
愧
、
無
貪
（
貪
欲
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
力
）、
無
瞋
（
瞋
り
を
コ
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ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
力
）
と
不
害
（
暴
力
を
お
さ
え
る
力
）

―
こ
の

二
つ
で
慈
悲
の
働
き
を
な
す

―
、
ま
た
無
癡
即
ち
無
明
と
い

う
「
人
間
不
在
」
を
克
服
す
る
縁
起
の
智
慧
等
を
説
い
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
善
心
に
ま
も
ら
れ
た
「
自
己
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

個
性
を
発
揮
し
、
習
得
し
た
能
力
を
発
揮
し
、
生
命
力
豊
か
に

「
自
己
」
実
現
に
向
か
う
の
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
「
自
己
」
は
、「
自
己
尊
重
」
の
確
信
と
誇
り
に

満
ち
て
い
る
。
そ
の
理
想
的
な
姿
が
、
地
涌
の
菩
薩
の
「
我
」

（
大
い
な
る
自
己
）
で
あ
り
、
大
宇
宙
か
ら
託
さ
れ
た
「
宇
宙
論

的
使
命
」
を
は
た
し
ゆ
く
誇
り
と
自
尊
心
を
内
包
し
て
い
る
。

「
宇
宙
論
的
使
命
」

―
苦
悩
す
る
人
々
の
幸
福
と
救
済
の
た
め

に
生
き
る
と
こ
ろ
に
生
き
が
い
を
見
出
し
た
人
生
は
、「
自
己
」

実
現
が
そ
の
ま
ま
他
者
の
幸
福
と
一
体
と
な
り
、「
自
」「
他
」

と
も
の
豊
か
な
人
生
の
享
受
を
め
ざ
す
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ

う
な
法
華
経
に
え
が
く
菩
薩
的
「
自
己
」
こ
そ
、
平
和
創
出
の

主
体
者
で
あ
る
二
十
一
世
紀
の
地
球
市
民
の
「
自
己
」
に
ふ
さ

わ
し
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。「
人
間
の
安
全
保
障
」「
人
間
開

発
」
そ
し
て
「
人
権
運
動
」
の
め
ざ
す
と
こ
ろ
も
、「
積
極
的
平

和
」
の
創
出
で
あ
り
、
そ
の
主
体
者
と
な
る
人
間
群
、
地
球
市

民
の
育
成
に
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

ⅠⅤ

地
球
市
民
の
条
件

―
不
軽
菩
薩
に
よ
せ
て

法
華
経
で
は
、
地
涌
の
菩
薩
の
具
体
的
行
動
の
あ
り
方
を
、

釈
尊
の
過
去
の
修
行
の
姿
と
さ
れ
る
不
軽
菩
薩
に
見
出
す
こ
と

が
で
き
る
。
日
蓮
は
、「
崇
峻
天
皇
御
書
」
で
、「
一
代
の
肝
心

は
法
華
経
・
法
華
経
の
修
行
の
肝
心
は
不
軽
品
に
て
候
な
り
、

不
軽
菩
薩
の
人
を
敬
い
し
は
・
い
か
な
る
事
ぞ
教
主
釈
尊
の
出

世
の
本
懐
は
人
の
振
舞
に
て
候
け
る
ぞ
」
（
36
）

と
述
べ
て
い
る
。
方

便
品
で
の
釈
尊
の
一
大
事
因
縁

―
こ
の
現
象
世
界
へ
の
出
現

の
目
的
は
、
人
間
と
し
て
の
真
実
の
行
為
で
あ
り
、
そ
れ
は
、

不
軽
菩
薩
の
礼
拝
の
修
行
の
中
に
え
が
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

地
涌
の
菩
薩
並
び
に
迹
化
の
菩
薩
群
と
し
て
記
述
さ
れ
る
法

華
経
の
菩
薩
的
「
自
己
」
が
、
地
球
市
民
の
「
自
己
」
の
条
件

に
ふ
さ
わ
し
い
と
す
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
「
自
己
」
の
行
動
の

姿
を
、
不
軽
菩
薩
の
実
践
に
学
び
う
る
で
あ
ろ
う
。

不
軽
品
に
お
い
て
、
増
上
慢
の
比
丘
が
大
勢
力
を
も
っ
て
い

た
時
代
に
、
一
人
の
常
不
軽
と
い
う
名
の
菩
薩
が
出
現
し
て
、

自
分
の
出
会
う
衆
人
を
礼
拝
し
、
讃
嘆
し
て
い
た
と
い
う
。
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「
我
れ
は
深
く
汝
等
を
敬
い
、
敢
て
軽
慢
せ
ず
。
所
以
は
何

ん
、
汝
等
は
皆
な
菩
薩
の
道
を
行
じ
て
、
当
に
作
仏
す
る

こ
と
を
得
べ
し
」
（
37
）

し
か
し
、
何
の
資
格
も
な
い
常
不
軽
菩
薩
の
授
記
に
対
し
て
、

「
我
れ
等
は
是
の
如
き
虚
妄
の
授
記
を
用
い
ず
」
と
い
っ
て
悪
口

罵
詈
し
た
。
そ
し
て
、
衆
人
は
杖
木
、
瓦
石
を
も
っ
て
打
と
う

と
し
た
。
不
軽
は
、
そ
れ
を
避
け
な
が
ら
も
、「
我
れ
は
敢
え
て

汝
等
を
軽
ん
ぜ
ず
。
汝
等
は
皆
な
当
に
作
仏
す
べ
し
」
と
唱
え

た
。
そ
し
て
、
不
軽
菩
薩
は
、
臨
終
の
時
に
、
威
音
王
仏
が
涅

槃
に
入
る
前
に
説
い
た
「
法
華
経
」
の
偈
が
虚
空
か
ら
聞
こ
え

る
の
を
聞
い
て
、
六
根
清
浄
と
な
り
、
自
分
の
寿
命
を
の
ば
し

た
。
増
上
慢
の
衆
人
も
、
や
が
て
不
軽
菩
薩
の
法
を
聞
い
て
信

伏
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
経
典
に
記
さ
れ
る
常
不
軽
菩
薩
の
行
為
は
、
地

球
市
民
と
し
て
の
「
自
己
」
の
ふ
る
ま
い
に
、
ど
の
よ
う
な
示

唆
、
教
訓
を
与
え
る
で
あ
ろ
う
か
。

第
一
に
、
不
軽
菩
薩
が
人
を
敬
っ
た
の
は
、
た
と
え
、
そ
の

表
面
に
増
上
慢
の
悪
心
が
あ
ら
わ
れ
て
い
て
も
、
そ
の
内
面
に

輝
く
「
仏
性
」
を
礼
拝
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
す
べ
て
の

人
は
、
菩
薩
道
の
実
践
に
よ
っ
て
必
ず
「
仏
性
」
を
顕
在
化
し
、

善
心
に
満
ち
た
成
仏
の
大
境
涯
を
満
喫
で
き
る
と
説
い
た
の
で

あ
る
。
つ
ま
り
、
す
べ
て
の
人
間
を
、
た
と
え
今
は
迫
害
し
て

い
る
人
で
も
、
未
来
の
仏
と
し
て
「
平
等
に
尊
敬
」
し
た
の
で

あ
る
。
こ
こ
に
、
仏
教
者
の
人
間
生
命
へ
の
絶
対
的
な
信
が
あ

る
。
煩
悩
の
内
奥
に
輝
く
「
仏
性
」
を
洞
察
し
、
そ
の
顕
在
化

を
信
じ
る
人
間
と
し
て
の
真
実
の
生
き
方
を
示
し
た
の
で
あ
る
。

「
人
間
の
尊
厳
」
を
実
践
の
上
で
証
明
し
て
み
せ
た
の
で
あ
る
。

第
二
に
、
不
軽
菩
薩
は
、「
仏
性
」
を
顕
在
化
す
る
た
め
の
手

段
と
し
て
、
あ
く
ま
で
「
非
暴
力
」
に
徹
し
た
こ
と
で
あ
る
。

非
暴
力
に
よ
る
反
英
植
民
地
抵
抗
運
動
を
繰
り
広
げ
た
マ
ハ
ト

マ
・
ガ
ン
ジ
ー
は
、
人
間
の
尊
厳
を
非
暴
力
と
い
う
精
神
力
に

見
出
し
て
い
る
。

「
暴
力
が
獣
類
の
法の

り

で
あ
る
よ
う
に
、
非
暴
力
は
人
類
の
法

で
あ
る
。
獣
類
に
あ
っ
て
は
精
神
は
眠
っ
て
お
り
、
獣
類

は
肉
体
の
力
の
他
に
は
法
を
知
ら
な
い
。
人
間
の
尊
厳
は
、

よ
り
高
い
法
に
、
す
な
わ
ち
精
神
の
力
に
従
う
こ
と
を
要

求
す
る
」
（
38
）

不
軽
菩
薩
は
、
憎
悪
、
迫
害
に
対
し
て
、
非
暴
力
と
い
う
精
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神
の
力
で
応
え
て
い
る
。
ガ
ン
ジ
ー
は
、
宇
宙
の
実
在
を
「
真

理
」（
サ
ッ
チ
ャ
）
と
表
現
し
、「
真
理
」
を
体
現
す
る
手
段
と
し

て
「
非
暴
力
」（
ア
ヒ
ン
サ
ー
）
を
掲
げ
て
い
る
。
そ
し
て
、
両

者
の
関
係
を
コ
イ
ン
の
両
面
に
譬
え
て
、「
真
理
」
の
獲
得
、
顕

在
化
は
「
非
暴
力
」
に
よ
っ
て
し
か
不
可
能
で
あ
る
こ
と
を
示

し
て
い
る
。

法
華
経
で
は
、
宇
宙
の
実
在
を
「
永
遠
な
る
法
」
と
表
現
し
、

そ
の
「
法
」
と
一
体
と
な
っ
た
「
永
遠
な
る
仏
」
を
顕
在
化
す

る
た
め
に
、
不
殺
生
戒
即
ち
ア
ヒ
ン
サ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
持

戒
を
含
む
菩
薩
道
の
実
践
を
説
い
て
い
る
。「
永
遠
な
る
仏
」
の

大
生
命
を
、
生
命
内
奥
か
ら
顕
在
化
す
る
に
は
、
非
暴
力
に
徹

す
る
他
は
な
い
の
で
あ
る
。
暴
力
や
悪
心
を
手
段
と
し
て
、
仏

界
を
顕
在
化
す
る
こ
と
は
不
可
能
な
の
で
あ
る
。

不
軽
菩
薩
は
、
い
か
な
る
場
合
で
も
、
相
手
の
「
仏
性
」
を

見
つ
め
て
、
非
暴
力
、
善
心
で
応
え
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
平

和
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
平
和
的
手
段
に
よ
る
他
は
な
い
の

で
あ
り
、
目
的
と
手
段
は
一
体
で
あ
る
こ
と
を
教
示
し
て
い
る
。

第
三
に
、
不
軽
菩
薩
は
、
臨
終
に
お
い
て
、
仏
の
声
を
聞
い

て
生
命
清
浄
と
な
り
、
寿
命
を
の
ば
し
て
い
る
。
臨
終
に
お
け

る
仏
界
の
顕
在
化
で
あ
り
、
仏
性
の
全
面
開
花
で
あ
る
。
不
軽

菩
薩
は
、
仏
界
の
生
命
力
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
寿
命
を
の
ば
し

て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
延
長
し
た
寿
命
を
、
衆
生
救
済
に
捧

げ
て
い
る
。
不
軽
を
迫
害
し
た
衆
生
も
、
不
軽
の
説
法
を
聞
い

て
信
受
し
た
と
あ
る
。
即
ち
、
悪
心
に
覆
わ
れ
て
い
た
衆
生
の

生
命
の
内
奥
か
ら
、
仏
性
が
開
花
し
、
信
受
の
善
心
と
な
っ
て

顕
在
化
し
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
、「
自
」「
他
」
と
も

の
「
仏
性
」
の
顕
在
化
に
よ
る
幸
福
境
涯
が
現
出
し
て
く
る
の

で
あ
る
。

不
軽
の
こ
の
よ
う
な
菩
薩
道
は
、「
自
己
」
実
現
と
は
、
ま
さ

に
「
自
」「
他
」
と
も
の
仏
性
の
開
花
で
あ
り
、
他
者
と
の
関
連

性
の
中
に
こ
そ
、
大
い
な
る
「
自
己
」
の
完
成
が
可
能
で
あ
る

こ
と
を
示
し
て
い
る
。
自
分
一
人
の
み
の
平
安
、
平
和
の
道
は

な
い
。
地
球
人
類
の
総
体
的
平
安
の
中
に
、
す
べ
て
の
人
々
の

平
安
が
成
立
す
る
。
こ
う
し
て
、「
人
間
の
安
全
保
障
」「
人
間

開
発
」
の
目
標
で
あ
る
能
力
強
化
、「
自
己
実
現
」
は
、「
自
」

「
他
」
と
も
の
幸
福
へ
の
非
暴
力
の
努
力
の
中
に
現
出
す
る
の
で

あ
る
。

池
田
Ｓ
Ｇ
Ｉ
会
長
は
、
二
十
一
世
紀
を
展
望
し
て
、
次
の
よ
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う
に
述
べ
て
い
る
。

「
こ
の
新
世
紀
こ
そ
、
二
十
一
世
紀
こ
そ
、
何
が
あ
ろ
う
と

『
殺
す
な
か
れ
』（
不
殺
生
）
と
い
う
大
原
則
を
、
人
類
の

『
根
本
の
正
義
』
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。『
自
分
の
主

義
主
張
を
訴
え
る
手
段
に
、
暴
力
を
採
用
し
て
は
な
ら
な

い
』
と
い
う
共
通
思
潮
を
世
界
に
広
げ
、
根
づ
か
せ
て
い

か
な
け
れ
ば
、
人
類
は
『
二
十
世
紀
の
教
訓
を
、
ま
っ
た

く
学
ん
で
い
な
い
』
こ
と
に
な
ろ
う
。
二
十
一
世
紀
の
真

の
戦
い
は
、
文
明
と
文
明
の
戦
い
で
も
な
け
れ
ば
、
い
わ

ん
や
宗
教
と
宗
教
と
の
戦
い
で
も
な
い
。『
暴
力
』
に
対
す

る
『
非
暴
力
』
の
戦
い
で
あ
る
」
（
39
）

こ
の
「
非
暴
力
」
の
戦
い
を
担
い
ゆ
く
主
体
者
が
、
地
球
市

民
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
最
後
に
、
法
華
経
に
示
さ
れ
る
地
球
市

民
の
条
件
に
つ
い
て
列
挙
し
て
お
き
た
い
。

第
一
に
、
地
球
市
民
に
は
、
人
間
の
尊
厳
、
生
命
の
尊
厳
を

支
え
る
深
遠
な
る
生
命
観
が
要
請
さ
れ
る
。
地
球
市
民
の
生
命

観
は
、「
永
遠
な
る
も
の
」「
根
源
的
な
る
も
の
」
を
基
盤
と
し

て
成
立
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
法
華
経
で
は
、
寿
量
品
に
示

さ
れ
る
よ
う
に
、「
永
遠
な
る
法
」
と
一
体
と
な
っ
た
「
永
遠
な

る
仏
」
が
説
か
れ
て
い
る
。
宇
宙
生
命
そ
の
も
の
を
当
体
と
す

る
宇
宙
仏
は
、
永
遠
な
る
救
済
仏
で
あ
る
。

第
二
に
、
永
遠
な
る
救
済
仏
を
基
盤
と
し
て
、
方
便
品
の

「
万
人
の
成
仏
」
が
成
立
し
て
く
る
。
地
球
市
民
の
「
人
間
の
尊

厳
」
は
、
す
べ
て
の
人
々
が
、
平
等
に
人
種
・
性
別
・
民
族
・

文
化
・
職
業
・
生
ま
れ
に
関
わ
り
な
く
「
仏
性
」
を
そ
な
え
、

し
か
も
、
そ
れ
を
顕
在
化
し
よ
う
と
す
る
「
万
人
の
成
仏
」
観

に
具
現
化
さ
れ
る
。

第
三
に
、
不
軽
菩
薩
の
行
動
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
地

球
市
民
は
、
あ
く
ま
で
「
非
暴
力
」
に
徹
す
る
こ
と
で
あ
る
。

平
和
の
創
出
の
手
段
と
し
て
暴
力
を
用
い
ず
、
非
暴
力
の
手
段

を
智
慧
と
慈
悲
に
よ
っ
て
開
発
す
る
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、

対
話
、
交
流
、
参
加
、
教
育
、
文
化
、
意
識
啓
蒙
等
を
展
開
す

る
こ
と
で
あ
る
。

第
四
に
、
地
球
市
民
の
自
己
実
現
と
は
、
他
者
の
た
め
に
奉

仕
し
、
人
類
救
済
、
地
球
の
恒
久
平
和
に
つ
く
す
こ
と
で
あ
る
。

法
華
経
で
は
、
地
涌
の
菩
薩
の
出
現
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
菩

薩
道
は
、「
永
遠
な
る
仏
」
か
ら
託
さ
れ
る
人
類
救
済
と
い
う

「
宇
宙
論
的
使
命
」
を
担
っ
て
い
る
。
こ
の
世
に
出
現
し
た
自
己
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自
身
の
使
命
を
覚
知
し
、「
誓
願
」
の
人
生
を
開
拓
し
て
い
く
こ

と
で
あ
る
。

第
五
に
、
恒
久
平
和
社
会
の
様
相
と
し
て
、
法
華
経
薬
草
喩

品
で
は
、
三
草
二
木
の
イ
メ
ー
ジ
が
説
か
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、

地
球
市
民
は
、「
多
即
一
」「
一
即
多
」
を
実
現
す
る
「
多
文
化

共
生
」「
平
和
の
文
化
」
観
を
も
つ
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
が

「
桜
梅
桃
李
」
と
個
性
を
開
花
し
、
能
力
を
強
化
し
な
が
ら
、
そ

の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
調
和
の
中
に
、
共
生
の
統
一
性
が
保
た
れ

て
い
る
よ
う
な
文
化
社
会
で
あ
る
。

第
六
に
、
そ
の
よ
う
な
「
多
文
化
共
生
」
の
文
化
社
会
を
形

成
し
ゆ
く
地
球
市
民
の
「
自
己
」
は
、
多
元
的
「
自
己
」
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
法
華
経
で
迹
化
の
菩
薩
達
が
活
躍
す
る
よ

う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
姿
を
対
象
に
応
じ
て
体
現
し
、
人
々
に
つ

く
す
道
を
開
く
こ
と
で
あ
る
。
衆
生
の
苦
悩
に
応
じ
て
、
た
と

え
ば
、
妙
音
菩
薩
は
三
十
四
身
、
観
音
菩
薩
は
三
十
三
身
を
体

現
し
た
と
法
華
経
で
は
示
さ
れ
て
い
る
。
地
涌
の
菩
薩
と
迹
化

の
菩
薩
の
関
係
性
は
、
多
元
的
自
己
で
あ
り
な
が
ら
、
し
か
も

統
合
さ
れ
た
自
己
で
あ
る
と
い
う
「
多
様
性
と
調
和
的
統
一
性
」

の
「
自
己
」
の
あ
り
方
を
示
し
て
い
る
。

第
七
に
、
地
球
市
民
の
菩
薩
的
「
自
己
」
は
、「
グ
ロ
ー
バ
ル

に
思
考
し
、
ロ
ー
カ
ル
に
行
動
す
る
」
の
で
あ
る
。
こ
の
観
点

か
ら
菩
薩
的
「
自
己
」
の
構
造
を
見
る
と
、「
自
己
」
の
多
重
性

が
浮
か
び
上
が
る
。
創
価
学
会
牧
口
初
代
会
長
は
、『
人
生
地
理

学
』
の
中
で
、「
世
界
達
観
の
順
序
」
（
40
）
と
し
て
、「
郷
民

ご
う
み
ん

」「
国
民
」

「
世
界
民
」
の
多
重
性
を
説
い
て
い
る
。
今
、
自
分
が
住
ん
で
い

る
地
域
が
「
郷
土
」
で
あ
り
、
そ
こ
を
し
っ
か
り
と
観
察
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、「
民
族
」「
国
家
」
へ
と
視
野
が
広
が
り
、
大

自
然
と
共
生
す
る
「
地
球
市
民
」
で
あ
る
こ
と
の
自
覚
が
可
能

に
な
る
と
い
う
。
牧
口
会
長
が
「
郷
土
」
で
の
生
活
体
験
を
強

く
訴
え
た
の
は
、
そ
こ
か
ら
出
発
し
て
世
界
を
見
る
な
ら
ば
、

現
場
性
を
ふ
ま
え
た
う
え
で
の
「
地
球
市
民
」
が
育
成
さ
れ
る

か
ら
で
あ
る
。

菩
薩
的
「
自
己
」
は
、「
エ
ス
ニ
ッ
ク
な
自
己
」「
国
民
と
し

て
の
自
己
」「
地
球
人
と
し
て
の
自
己
」
等
が
重
層
的
に
、
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
に
調
和
統
一
し
て
い
る
「
自
己
」
で
あ
る
。
そ
の
よ

う
な
「
菩
薩
的
自
己
」
が
、「
郷
土
」
即
ち
、
生
活
の
場
を
拡
大

し
つ
つ
、「
国
民
」
と
し
て
、
そ
し
て
真
の
「
地
球
市
民
」
と
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
、
分
野
で
行
動
す
る
の
で
あ
る
。
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こ
れ
ま
で
分
析
し
て
き
た
「
地
球
市
民
」
の
す
べ
て
の
条
件

を
、
統
合
的
に
貫
く
の
は
、「
永
遠
な
る
救
済
仏
」
か
ら
託
さ
れ

た
「
宇
宙
論
的
使
命
」
即
ち
「
誓
願
」
と
い
う
目
的
と
、
そ
の

実
現
を
可
能
に
す
る
「
非
暴
力
・
慈
悲
」
と
い
う
手
段
で
あ
る
。

こ
の
「
目
的
」
と
「
手
段
」
に
生
き
る
「
地
球
市
民
」
に
よ
っ

て
、
法
華
経
の
え
が
く
「
恒
久
平
和
」
が
創
出
さ
れ
る
の
で
あ

る
。注（

１
）『
妙
法
蓮
華
経
並
開
結
』
創
価
学
会
版
、
一
七
二
ペ
ー
ジ
。

（
２
）
同
書
、
一
六
五
ペ
ー
ジ
。

（
３
）『
聖
教
新
聞
』
二
〇
〇
一
年
十
二
月
二
十
五
、
二
十
六
、
二
十

八
日
付
、「『
平
和
の
世
紀
』
の
大
道
」。

（
４
）『
聖
教
新
聞
』
二
〇
〇
二
年
一
月
二
十
六
〜
二
十
九
日
付
、
第

二
十
七
回
Ｓ
Ｇ
Ｉ
の
日
記
念
提
言
「
人
間
主
義
―
地
球
文
明
の

夜
明
け
」。

（
５
）
同
。

（
６
）『
聖
教
新
聞
』
二
〇
〇
一
年
十
月
三
十
一
日
付
。

（
７
）
同
。

（
８
）『
妙
法
蓮
華
経
並
開
結
』、
一
二
一
ペ
ー
ジ
。

（
９
）
菅
野
博
史
『
法
華
経
―
永
遠
の
菩
薩
道
』
大
蔵
出
版
、
九
五
ペ

ー
ジ
。

（
10
）『
妙
法
蓮
華
経
並
開
結
』、
二
四
二
ペ
ー
ジ
。

（
11
）
池
田
大
作
『
21
世
紀
文
明
と
大
乗
仏
教
』
聖
教
新
聞
社
、
二
八

ペ
ー
ジ
。

（
12
）『
日
蓮
大
聖
人
御
書
全
集
』
創
価
学
会
版
、
七
八
四
ペ
ー
ジ
。

（
13
）『
妙
法
蓮
華
経
並
開
結
』、
四
七
七
〜
四
七
八
ペ
ー
ジ
。

（
14
）
同
書
、
四
七
九
〜
四
八
〇
ペ
ー
ジ
。

（
15
）
同
書
、
四
八
二
ペ
ー
ジ
。

（
16
）『
戸
田
城
聖
全
集
』
第
三
巻
、
聖
教
新
聞
社
、
四
四
ペ
ー
ジ
。

（
17
）
同
書
、
四
五
ペ
ー
ジ
。

（
18
）
同
書
、
四
八
ペ
ー
ジ
。

（
19
）
池
田
大
作
『
法
華
経
の
智
慧
』
第
六
巻
、
聖
教
新
聞
社
、
一
三

〜
一
四
ペ
ー
ジ
。

（
20
）『
妙
法
蓮
華
経
並
開
結
』、
四
五
二
ペ
ー
ジ
。

（
21
）
同
書
、
四
五
五
ペ
ー
ジ
。

（
22
）
同
書
、
三
五
七
ペ
ー
ジ
。

（
23
）『
日
蓮
大
聖
人
御
書
全
集
』、
七
五
一
ペ
ー
ジ
。

（
24
）『
妙
法
蓮
華
経
並
開
結
』、
六
二
三
〜
六
二
四
ペ
ー
ジ
、
六
三
四

〜
六
三
六
ペ
ー
ジ
。

（
25
）『
安
全
保
障
の
今
日
的
課
題
―
人
間
の
安
全
保
障
委
員
会
報
告

書
』
朝
日
新
聞
社
、
一
一
ペ
ー
ジ
。

（
26
）
吉
田
文
彦
『「
人
間
の
安
全
保
障
」
戦
略
』
岩
波
書
店
、
七
ペ

ー
ジ
。

（
27
）『
安
全
保
障
の
今
日
的
課
題
』、
一
一
ペ
ー
ジ
。

（
28
）
同
書
、
一
九
〜
二
〇
ペ
ー
ジ
。
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（
29
）
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
『
人
間
開
発
報
告
書
』（
一
九
九
四
年
）、
国
際
協
力

出
版
会
、
一
三
ペ
ー
ジ
。

（
30
）『
安
全
保
障
の
今
日
的
課
題
』、
三
一
〜
三
二
ペ
ー
ジ
。

（
31
）
Ｍ
・
Ｓ
・
ス
ワ
ミ
ナ
サ
ン
／
池
田
大
作
『
「
緑
の
革
命
」
と

「
心
の
革
命
」』
潮
出
版
社
、
一
四
八
ペ
ー
ジ
。

（
32
）『
安
全
保
障
の
今
日
的
課
題
』、
三
二
ペ
ー
ジ
。

（
33
）
同
書
、
三
二
〜
三
三
ペ
ー
ジ
。

（
34
）
同
書
、
三
四
〜
三
五
ペ
ー
ジ
。

（
35
）
同
書
、
一
二
ペ
ー
ジ
。

（
36
）『
日
蓮
大
聖
人
御
書
全
集
』、
一
一
七
四
ペ
ー
ジ
。

（
37
）『
妙
法
蓮
華
経
並
開
結
』、
五
五
七
ペ
ー
ジ
。

（
38
）
「
剣
の
教
義
」

マ
ハ
ト
マ
・
ガ
ン
デ
ィ
ー
／
森
本
達
雄
訳

『
わ
た
し
の
非
暴
力
１
』
み
す
ず
書
房
、
六
ペ
ー
ジ
。

（
39
）『
聖
教
新
聞
』
二
〇
〇
一
年
九
月
二
十
三
日
付
、「
素
晴
ら
し
き

出
会
い
」
第
三
十
二
回
　
イ
ン
ド
文
化
関
係
評
議
会
シ
ク
リ
元

長
官
。

（
40
）
牧
口
常
三
郎
『
人
生
地
理
学
』（
１
）
聖
教
文
庫
、
二
九
ペ
ー

ジ
。

（
か
わ
だ
　
よ
う
い
ち
／
東
洋
哲
学
研
究
所
所
長
）
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